課題研究基礎　授業進行表　12回目
テーマ：SDGs知識テスト　および　研究倫理
位置づけ：研究概論の、研究の方法と成果物、倫理観とルールについて。
目　的：研究の定義を理解するとともに、研究倫理を育む。
方　法：講義と実習
配布物：探究ノート（前回配付済） 
留意点：
	時間
	内容・授業進行
	留意事項
	PP

	２分
	出席確認　
	Chromebookを起動させる
	

	15分
	SDGs知識テスト
・動作確認のGoogleフォームをClassroomで配付し、アクセス＆回答させる
・動作確認が終了次第、知識テストのGoogleフォームをClassroomで配付し、合図とともにアクセス＆回答させる
	
・動作確認のフォームを開けないものは申し出るよう伝え、該当者はテストを紙で受ける
・８分間で実施する。
・８分間の中ならいつ回答を送信してもよいが、試験終了まで採点結果の表示はしないよう伝える
[bookmark: _GoBack]・試験終了後、問題用紙は回収する
	

	１分
	本時の課題の確認　本時の流れ
	
	１
２　３

	８分
	研究とは
・研究の定義、研究と勉強の違い、先行研究の重要性を理解する
【発問】有名な言葉ですが、どういう意味ですか？
・高校生に求められる研究、のサイズを理解する
【ペアトーク】調べ学習と課題研究の違いは何か
	・探究ノートP.3を使用する
・研究の定義は広辞苑から

・standing on the shoulders of giantsの観点
・勉強と比較し、調べ学習と研究の違いを明確に説明する
	
４

５
６
７

	６分
	研究に求められるもの
・方法論の質について理解する
・有益・有用性の高さについて理解する
【発問】『犬のしつけについての研究』を理想的な研究に近づけるためには、どのようなことを配慮すればよいでしょうか。
・良い研究の条件を理解する
	

・研究方法の質の高低と意義の有無をマトリクスで考える


・新規性、実現可能性
	
８

９


10

	６分
	研究者に求められるもの
・責任ある研究活動（RCR）や安全に実験を進めるために必要な、研究に対する社会的責任と倫理観を理解する
	
・RCRは米国科学アカデミーの提言
・社会生活を脅かす危険のある研究の具体例をワークシートから説明する
	
11

	10分
	研究における主な不正行為
・ねつ造・改ざん・盗用を理解する
【発問】今学んだように、研究は公正に行われる必要がありますが、研究不正と呼ばれるのもがあります。具体的にどのような行為が不正となるでしょうか。3人くらい当てて聞く。
研究不正の具体例
・日本で起こった２つの研究不正を知る
不正の背景
・研究不正が起こる背景を、専門家や学生の立場で理解する
	

生徒たちが行う可能性が最も高そうなのはどれかを発問する → 盗用



・旧石器発掘ねつ造問題、iPS細胞問題
	
12





13　14

15

	２分
	まとめ
・本日の課題について、意見を共有する
	
・本時の内容をまとめる
	
16


参考資料：黒木登志夫(2016).「研究不正」.中公新書.
　　　　　田中智之等(2018).「科学者の研究倫理　化学・ライフサイエンスを中心に」.東京化学同人.
　　　　　増田建ほか(2017).「科学の技法　東京大学「初年次ゼミナール理科」テキスト」．東京大学出版会
　　　　　近藤克則(2018)．「研究の育て方」．医学書院
